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〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

・
上
野　

由
美　

氏

　
　
　
　
　
（
パ
レ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
）

教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
一
人
の
任

期
が
平
成
29
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
る
た
め
、
後
任
の
委
員
を
任
命

し
た
い
提
案
が
あ
り
、
全
員
賛
成
で
同

意
。

人 事

提出 議決日 議　案　名 審 議
結 果

佐
々
木
昇

山
田
貴
弘

湯
川
洋
治

前
田
せ
つ
よ

石
田
史
行

菊
川
敬
人

下
山
千
津
子

和
田
繁
雄

井
上
三
史

星
野
洋
一

吉
田
敏
郎

町長 ６/16

教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
を制定することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町手数料徴収条例の一部を改正する条例を制定すること
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開成町個人情報保護条例の一部を改正する条例を制定するこ
とについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29 年度開成町一般会計補正予算（第１号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情 ６/18 テロ等準備罪法案に対する意見書に関する陳情について 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

平成 29年開成町議会６月定例会議議案審議結果

★茅沼隆文議長は採決に加わらない。　　　○は賛成した者　　●は賛成しなかった者　　「除」は除斥　　「欠」は欠席

〇
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
１
９
５
万

７
千
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計
の
総
額
を

51
億
６
千
１
９
５
万
７
千
円
と
し
た
も

の
。

　

主
な
内
容
は
、「
住
宅
維
持
管
理
事
業

費
」
と
し
て
町
営
住
宅
の
空
き
部
屋
の
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
、「
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
助
成
金
」を
活
用
し
、

消
防
団
員
の
装
備
充
実
を
図
る
「
消
防
団

等
活
動
推
進
事
業
費
」、
開
成
小
学
校
の

牛
乳
保
冷
庫
購
入
費
と
し
て
、「
給
食
施

設
整
備
事
業
費
」
な
ど
。　
〈
全
員
賛
成
〉

補 正 予 算

６
月
定
例
会
議

　テロ等準備罪法案は、充分に議論されたと
みなされ、５月23日に衆議院を通過しました。
　しかし、法律の求める犯罪構成要件が曖昧

で多くの一般市民の自由を著しく阻害する恐
れは今も残されています。参議院ではより慎
重に審議を尽くしていただきたい。

テロ等準備罪法案に対する意見書に関する陳情 (陳情理由 )
委員会
付託

不採択と

すべきもの

　本陳情の趣旨は、「参議院でより充分かつ
慎重な審議を求めること」でした。
　この陳情は、６月 15日に参議院本会議で
採決が行われ、賛成多数で可決・成立された
ものです。
　６月 16日に本陳情について委員会で審議
した結果、「法案が可決・成立された以上、
委員会として意見書を提出することはできな

い」、「陳情趣旨は十分理解できるが時期を逸
しているため扱えない」との意見がありまし
た。
　以上により、本陳情については全員一致で
不採択とすることに決定しました。
　なお、テロ等準備罪法案に対する今後の運
用は重要な課題と認識し、本件については今
後も注視していきたいと考えます。

総務経済常任委員会陳情審査結果報告

総務経済常任委員会で慎重審議の結果…

町政を問う

※ 一般質問：議員が町の行政について質疑し、町側に答弁を求めるものです。

※ 質問者本人の原稿をもとに、広報分科会委員が議事録に基づき校正しています。

一般質問

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
今
年
で
10
年
目
を
迎

え
る
。平
成
27
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
よ
り
、

特
例
控
除
額
の
拡
充
、
申
告
手
続
の
簡
素
化

が
行
わ
れ
全
国
的
に
寄
付
が
増
加
し
た
。

　

し
か
し
、
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自

治
体
へ
の
寄
附
と
い
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
本
来
の
趣
旨
が
薄
れ
、
自
治
体
間
の
返
礼

品
競
争
が
過
熱
。
平
成
29
年
４
月
、
総
務
省

か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
返
礼
品
の
送

付
等
に
つ
い
て
」
と
い
う
見
直
し
通
知
が
出

さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
憂
慮
す
べ
き
点
は
あ
る

が
、
返
礼
品
を
通
し
、
寄
付
者
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
開
成
町
の
魅
力
を
一
層
磨
き
、

更
に
全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
意
識

が
必
要
と
考
え
る
。

問  
現
在
、
全
て
の
返
礼
品
が
箱
詰
め
で
配

送
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
済
む

よ
う
な
品
は
そ
ち
ら
を
利
用
し
て
、
経
費
の

削
減
を
す
る
考
え
は
。

答  
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
も
投
げ
か
け
を
し

て
い
る
。
他
の
自
治
体
か
ら
も
そ
う
い
っ
た

声
は
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

今
後
、
見
直
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問  
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
考
え

は
。

答  
今
後
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

問  
寄
付
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
。そ
の
た
め
に
、ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
は
し
っ
か
り
と
行
う
べ
き
だ
が
、

現
状
と
今
後
の
対
応
策
は
。

答  
寄
附
金
受
領
証
明
書
に
お
礼
状
を
添
え

て
い
る
。
そ
の
中
に
開
成
町
の
紹
介
を
載
せ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
メ
ー
ル
を
つ
か
っ
た
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問  
今
後
の
事
業
展
開
は
。

答  
特
定
の
目
的
で
寄
付
を
募
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
く
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
開

成
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

佐々木　昇 
　　　　議員


